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迫力のある演奏と表現
で会場を魅了

一斉にスタートするランナー 親子に木製スプーンをプレゼント

吉田簑之さん（左）・鶴澤清志郎さん（右）

１２月４日、松尾明の総合運動場を発着点とし、周辺

道路を駆け抜ける駅伝とロードレース大会が初めて

開催されました。各地から約７００人余が参加し、師走

の走り納めとなる大会で健脚を競い合いました。

　

小さい頃から木に親しんでもらうため、この地域で

間伐されたヤマザクラを使用し、木工職人手作りの

木製スプーンを新生児に贈る事業が始まりました。離

乳食に利用できるよう４カ月児検診時に贈ります。

１１月２１日、文楽公演が竜峡中学校

と飯田女子高等学校で行われ、龍江

出身の鶴澤清志郞（本名：澤柳春彦）

さんと吉田簑之（同：木下愼之輔）さん

が出演しました。凱旋公演となる母校

の竜峡中学校では、後輩の中学生や

地元の皆さんなどを魅了しました。

文楽には、太夫、三味線、人形遣い

の「三業（さんぎょう）」がありますが、鶴

澤さんが三味線、吉田さんが人形遣い

で活躍されています。
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